
すべての⼦どもの健康促進プロジェクト

概 要

NP O法⼈ミライキッズ



ミライキッズプロジェクトとは

2030年までに家庭・地域格差なく、
すべての⼦どもの健康のきっかけ作り（⼦どもSDGｓ）
であり、⼦どもの教育問題にも取り組みます。

SDGｓ１７項⽬中、
１１項⽬に該当

１、貧困をなくそう︓プログラミング技術を⾝につけることで、就業に必ず役⽴ちます
３、すべての⼈に健康と福祉を︓技術を⾝につけることで就業でき、健康な社会⽣活が送ることができます
４、質の⾼い教育をみんなに︓富裕層のみの教育だけでなく、みんなに受講できる環境つくりを⽬指してい
ます
５、ジェンダー平等を実現しよう︓男⼥関係なく、就業の機会、評価を獲得できる社会⽣活を送れます
８、働きがいも経済成⻑も︓
９、産業と技術⾰新の基盤を作ろう︓
アメリカでは医者よりエンジニアの給与⽔準が⾼いと⾔われる時代。⽇本のプログラミング教育促進は経済
成⻑、産業と技術⾰新の基盤作りに直結します
１０、⼈や国の不平等をなくそう︓技術を⾝につけ、多くの⼦どもが将来就業でき、平等に健康な⽣活を送
れる社会を⽬指します
１１、住み続けられるまちづくりを︓これからの社会は在宅ワークが可能な就業環境が増えます。プログラ
ミング教育に積極的に取り組む⾃治体では地元就職促進になります
１３、気候変動に具体的な対策を︓世の中のほとんどの技術はプログラミングが関係します。気候変動への
取り組みも同様。優秀なエンジニア育成が気候変動への対策（データ収集、検証など）の技術向上＝取り組
みに影響します
１６、平和と公正をすべての⼈に︓多くの⼦どものログラミング教育
＝多くの⼦どもが将来安定して就業につける＝平和と公正な社会へ
１７、パートナーシップで⽬標を達成しよう︓ミライキッズとSDGｓ企業、地元教育企業の連携・パート
ナーシップで多くの⼦どもへプログラミング教育が実施可能となります



主に⼦どもの運動促進・知育促進を実施します。
※（無償）体⼒測定・データ提供
※（無償）プログラミング教育ほか知育促進

主なSDGｓ活動

⼦どもの運動促進
１、⾃治体・商業施設・住宅展⽰場イベントなど実施
２、⼦どもスポーツ教室・幼稚園で実施

⼦どもの知育促進
１、⼩学校プログラミング授業サポート
２、⼩学⽣新聞でプログラミング基礎
３、親⼦体験会



体⼒低下・授業促進・教育格差解消へ以下実施

教育問題解決への取り組み

⽇経新聞︓地域・学校・教員により
教育格差が広がっているとの記事

・体⼒データをご家族へ提供。⼦どもの健康意識向上
・プログラミング授業未実施の⼩学校先⽣をサポート
・全⼩学⽣へ⼩学⽣新聞で知育教育



⽂化庁ビヨンド2020認定活動
ミライキッズ体⼒測定活動2018年認定取得

⽂科省推奨活動
⽂科省「⼦供の学び応援サイト」
に⼩学校先⽣に推奨される
プログラミング教育コンテンツ
として唯⼀掲載

信頼性あるミライキッズ活動



１、１万⼈の⼦どもの体⼒測定・測定データ無償提供
２、１万⼈の⼦どものプログラミング教育促進
３、５⾃治体の⼩学校モデル校１校で授業実施

補⾜
１、体⼒測定参考動画︓「ヒマラヤ 体⼒測定」と検索ください
２、プログラミング参考︓「プログリズム」HPをご参照ください

２０２３年⽬標とミライキッズ体制

理事⻑ 菅 宏司（かん ひろし）

1975 年⽣まれ。愛媛県今治市⼤三島出⾝。アーサー・アンダーセン、KPMG グループにてコ ンサルタントとして勤務。AIG
グループを経て、ライフネット⽣命の創業に参画。事業開発部⻑、商品開発部⻑等を経てアドバイザーに就任。2013 年 コラボハウ
ス ( 株 ) 代表取締役就任。 2015 年 地⽅を元気にしたいと⾔う思いから、かすがいジャパン株式会社を設⽴。代表取締役
に就任。2016 年 公益財団法⼈ ⽇本財団アドバイザーに就任。現在は元サッカー⽇本代表の岡 ⽥武史監督と組んだ地⽅創世事
業や、四国へのインバウンド誘致の事業など実施。

理事 廣瀬 俊郎（ひろせ としあき）

1981 年⽣まれ、⼤阪府吹⽥市出⾝。5 歳でラグビーを始め、北野⾼校、慶応義塾⼤学、東芝でプレー。⽇本代表として28 試合に
出場。2012－2013 の２年間はキャプテンを務めた。ワールドカップ 2015 イングランド⼤会では、メンバーとして南アフリカ戦の
勝利に貢献。現役引退後は BBT ⼤学院で経営を学び、MBA 取得。㈱ HiRAKU 代表取締役としてスポーツ普及、教育に取り組む。
現在、コロナ禍でアピールの場を失った学⽣アスリートに、プレーアピールの場を提供する「スポーツを⽌めるな」や、現役アス
リートに対する教育事業・セカンドキャリアなどを⽀援する「アポロプロジェクト」、アスリートと企業・団体・個⼈がタッグを組ん
で社会課題に取り組んでいく「TEAMFAIR PLAY」を設⽴。

理事 ⼭⽥ 幸代（やまだ さちよ）

1982 年⽣まれ、滋賀県近江⼋幡市出⾝。京都産業⼤学進学後、友⼈に勧められラクロスを始め、元来持っている負けん気の強さと、バスケ
ットボールで鍛えた判断⼒や瞬発⼒を活かし、瞬く 間に成⻑。1 年で U-20 ⽇本代表、2 年で A 代表に選ばれる。関⻄リーグでも得
点王、ベスト 12、MVP も受賞。⼤学卒業後の 2005 年には⼤⼿通信会社に⼊社。営業職として社内トップ セールスを上げるほど活
躍する⼀⽅で、選⼿としてクラブチーム「FUSION」の旗揚げに参加。仕事と両⽴を図りつつ活躍。同年、⽇本代表としてもワールド
カップに出場。5 位⼊賞に貢献 する。2007 年 9 ⽉にプロ宣⾔。⽇本初のプロラクロス選⼿となる。2008 年からオーストラ リア
・アデレードの強豪チーム “Wilderness”  に所属。2017 年には W 杯オーストラリア代 表に選出された。現在は⼤学で教鞭をとり
ながら、京都国際観光⼤使に就任。

各都道府県での運営体制
・ＮＰＯ法⼈ミライキッズ
・地元企業（メディア企業・紙媒体など）
・地元教育企業やスポーツ団体

事務局︓横浜市中区尾上町3－46
⽊村ビル402

担当者︓伊藤
メアド︓web.staff@kidsoo.net

ミライキッズ理事メンバー

mailto:web.staff@kidsoo.net


⼦どもの運動促進実施理由＝⼦ども体⼒が年々減少傾向

（出典︓厚⽣労働省）

ゲーム・スマホの普及で、⼦どもの遊び場は公園から家へ。⽂部科学省調査で、⼦どもの体格は年々増加
、体⼒はここ15年低下傾向です（図1 ）。⽇常⽣活での運動の機会減少＝運動不⾜。それはスポ
ーツ教室やクラブ活動などで運動をよくする⼦どもと、ほとんどしない⼦どもの⼆極化が進むに従い
、体⼒の⾼低に格差が広がっているという調査結果からも明らかです（図2・3）

⼦どもの体⼒が年々減少 当活動は未病対策に
（医療費年々増加。ご家族にも運動促進を啓蒙）

多くの⼦どもに無償で体⼒測定・ご家族へ測定データをご提供。
⼦ども・またご家族⾃⾝の健康への意識向上を⽬指します



測定種⽬・データのご提供

無償で保護者へ測定データ提供
データをご家族へ提供することで、定期的に実施による ⼦

どもの成⻑データや同じ⽉齢の⼦どもの平均値データとの⽐
較など可能。⼦どもの体⼒現状を把握いただけます。

PC・スマホから測定結果を閲覧
⼦どもの成⻑記録を⼿元でチェック。前回の測定からどれだけ記録が伸
びたかを簡単に確認したり、⽉齢別の全国平均値との⽐較も可能。

体⼒測定 基本 4 種⽬
⾛る・跳ぶ・投げるなどの基本的な動作を網羅し

瞬発⼒・持久⼒・筋⼒を総合的に測定

25m往復⾛ 両⾜連続跳び越し

ボール投げ 鉄棒ぶら下がり



運動促進活動１：（無償）幼稚園・子どもスポーツ教室で体力測定

幼稚園・
保育園

幼稚園や⼦どもスポーツ教室で

⼦どもスポーツ教室・団体、⼤学などと連携し、

体⼒測定・保護者へ測定データ提供を実施します

スポーツ
教室



運動促進活動２：（無償）自治体・商業施設・住宅展示場などで体力測定

⾃治体や商業施設など⼦ども集客イベントで、

メディア企業・広告代理店などと連携し、

体⼒測定・測定データ提供＋スポーツ体験会などを実施します

⾃治体・地域モール＆百貨店

商業施設など
イベント

⾃治体連携
イベント

※運営には⼦どもスポーツ教室・団体や⼤学ボランティアなどにサポート頂きます



⼦どもの知育促進実施理由＝家庭・地域格差の解消

多くの⼦どもが知育教育を受講できる環境つくりを⽬指します

いまやプログラミング教育は最重要教育のひとつ
・⼩学校〜⾼校の授業必修化
・2025年から⼤学受験科⽬に
・将来の就業に必須な技術

⽇経新聞︓地域・学校・教員により
教育格差が広がっているとの記事



実施理由︓
⼩学校プログラミング授業が必修化。
しかしほとんどの⼩学校でまだ授業実施されず。
理由は授業内容・教材制作などすべて先⽣の負担。
先⽣が負担なく授業できる環境をご提供します

知育活動１︓（無償）⼩学校のプログラミング授業をサポート

担任の先⽣が専⾨知識・予習復習なく授業できるよう
指導動画・指導ガイド・教材をご提供



実施内容︓
紙⾯とwebで年４回、プログラミング教材を掲載
↓
●初⼼者の⼩学⽣
遊ぶ・ふれる→スクラッチに慣れる

●上級者の⼩学⽣
オリジナル作品を作る

⼩学⽣新聞とwebで、すべての⼩学⽣へプログラミング基礎教育
やSDGｓ教育実施を⽬指します ※各都道府県パートナー企業と新聞発⾏

知育活動２︓（無償）⼦ども新聞で全⼩学⽣へ知育促進



知育活動３︓（無償）親⼦プログラミング体験会

実施理由︓
・プログラミング教育の重要性の啓蒙
・保護者へ⼦どもの教育への関⼼向上

イベントや教育企業と連携し、親⼦でプログラミングを体験できる
イベントを無償で実施。プログラミングに触れる機会作りに



知育活動４︓多くの⼦どもが受講できる⺠間教育の環境作り

⺠間でもプログラミング教育が必要
理由︓学校はプログラミングに割り当てれる
時間が少なく基礎教育の実施

↓解決策
そろばんピアノなどお稽古教室より安価実施。
多くの⼦どもが継続的にプログラミング教育
を受講できる環境つくりを⽬指す

⺠間プログラミング教育促進を実施します
※講師⼈件費・コンテンツ開発など最低限のコストは必要



⼩学⽣新聞など発⾏︓ミライキッズ活動周知

ミライキッズでは以下活動で⼦どもの健康促進活動を周知します
１、⼩学⽣新聞（多くの⼦どもの知育教育実施とイベントなど活動周知のため）
２、ミライキッズ幼稚園冊⼦（体⼒測定など活動周知）
３、地元情報誌にミライキッズ活動情報を掲載


